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患者登録（保険+公費併用） 

難病・小児特定・特定疾患の場合 

 

１．医療受給者証に記載されている負担者番号、受給者番号、適用期間を入力し、公費を登録します。 

２．受給者証の適用区分に記載が有る場合、区分に従って公費を追加で登録します。※下図を参照 

３．上限額がある場合、「所得者情報」タブから上限額を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●７０歳未満 

適用 

区分 
公費の種類 

受給者番号欄 

※全角入力 

レセプト 

特記事項 

ア 956 公費アイ ア 26 区ア 

イ 956 公費アイ イ 27 区イ 

ウ 957 公費ウエオ ウ 28 区ウ 

エ 957 公費ウエオ エ 29 区エ 

オ 

957 公費ウエオ 

+ 

（低所得者２） 

オ 30 区オ 

●前期高齢者（７０～７４歳） 

適用 

区分 
公費の種類 

受給者番号欄 

※全角入力 

レセプト 

特記事項 

Ⅵ なし なし 26 区ア 

Ⅴ 946 高齢者現役 ２ 27 区イ 

Ⅳ 946 高齢者現役 １ 28 区ウ 

Ⅲ なし なし 29 区エ 

Ⅱ （低所得者２） なし 

30 区オ 

Ⅰ （低所得者１） なし 

●後期高齢者（７５歳以上） 

適用 

区分 
公費の種類 

受給者番号欄 

※全角入力 

レセプト 

特記事項 

Ⅵ なし なし 26 区ア 

Ⅴ 946 高齢者現役 ２ 27 区イ 

Ⅳ 946 高齢者現役 １ 28 区ウ 

Ⅲ なし なし 

41 区カ 

42 区キ 

１割負担 

Ⅱ （低所得者２） なし 

30 区オ 

Ⅰ （低所得者１） なし 

2割負担 
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７０歳未満 指定難病（区分ア）    

１．指定難病の公費を入力します。 

※上限額の登録につきましては別紙をご参照下さい。 

２．次の段の公費の種類に『９５６ 公費アイ』を選択し、受給者番号欄に全角カタカナで「ア」を 

入力して、適用期間の開始日は１日の日付を入力します。 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７０歳未満 指定難病（区分イ） 

指定難病の公費を登録後、次の段の公費の種類に『９５６公費アイ』を選択し、受給者番号欄に 

全角カタカナで「イ」を入力します。 

適用期間の開始日は１日の日付を入力します。 

 

 

 

 

 

 

７０歳未満 指定難病（区分ウ） 

指定難病の公費を登録後、次の段の公費の種類に『９５７公費ウエオ』を選択し、受給者番号欄に 

全角カタカナで「ウ」と入力します。 

適用期間の開始日は１日の日付を入力します。 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

全角カタカナで「ア」と入力します。 

全角カタカナで「ウ」と入力します。 

全角カタカナで「イ」と入力します。 



- 3 - 

 

７０歳未満 指定難病（区分エ） 

指定難病の公費を登録後、次の段の公費の種類に『９５７公費ウエオ』を選択し、受給者番号欄に 

全角カタカナで「エ」と入力します。 

適用期間の開始日は１日の日付を入力します。 

  

 

 

 

 

 

 

７０歳未満 指定難病（区分オ） 

１．指定難病の公費を入力します。 

２．次の段の公費の種類に『９５７公費ウエオ』を選択し、受給者番号欄に全角カタカナで「オ」と 

入力して、適用期間の開始日は１日の日付を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

３．「所得者情報」タブに切り替え、「低所得者２」の入力をして 更新 ボタンを 

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

全角カタカナで「エ」と入力します。 

全角カタカナで「オ」と入力します。 

認定日を 1 日で入力し

ないと特記事項が正し

く表記されません。 
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７０歳以上 指定難病（区分Ⅵ）  

指定難病の公費のみを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

７０歳以上 指定難病（区分Ⅴ） 

１．指定難病の公費を入力します。 

２．次の段の公費の種類に『９４６高齢者現役』を選択し、受給者番号欄に「２」と入力して、 

適用期間の開始日は１日の日付を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現役並みの患者様の 

場合、補助区分は必ず 

3 割です。 

合わせてご注意下さい。 

現役並みの患者様の 

場合、補助区分は必ず 

3 割です。 

合わせてご注意下さい。 

① 

② 

全角、半角どちらでも構いません 
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７０歳以上 指定難病（区分Ⅳ） 

指定難病の公費を入力後、下の段に公費の種類に『９４６高齢者現役』を選択し、 

受給者番号欄に「1」と入力して、適用期間の開始日は１日の日付を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７０歳以上 指定難病（区分Ⅲ） 

指定難病の公費のみ登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現役並みの患者様の 

場合、補助区分は必ず 

3 割です。 

合わせてご注意下さい。 

① 

② 

一般所得者の患者様の 

場合、補助区分は 

1 割または 2 割です。 

合わせてご注意下さい。 

全角、半角どちらでも構いません 
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７０歳以上 指定難病（区分Ⅱ） 

１．指定難病の公費を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「所得者情報」タブに切り替え、「低所得者２」の入力をして 更新 ボタンを 

押します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低所得者の患者様の 

場合、補助区分は 

1 割または 2 割です。 

合わせてご注意下さい。 

② 

① 

認定日を 1 日で入力しな

いと特記事項が正しく表

記されません。 
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７０歳以上 指定難病（区分Ⅰ） 

１．指定難病の公費を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「所得者情報」タブに切り替え、「低所得者１」の入力をして 更新 ボタンを押します。 

※低所得者２の登録は「－患 10－」をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定難病 多数該当の場合 

公費の種類に『９５８ 特疾４回目』を選択し、適用期間の開始日付は１日を入力します。 

 

 

 

 

※レセプト特記事項への多数該当の表記は、法別 51・52・54 併用かつ多数該当時（入院のみ）の記載 

となります。 

 

① 

低所得者の患者様の 

場合、補助区分は 

1 割または 2 割です。 

合わせてご注意下さい。 

② 

認定日を 1 日で入力しな

いと特記事項が正しく表

記されません。 
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自己負担上限額の登録   

 

１．「所得者情報」タブに切り替えて、左下に表示される公費を選択します。 

２．右下に１ヶ月分の適用期間、入外上限額を入力し、 更新 ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

適用期間：患者様がお持ちの管理表にて、医療機関・薬局での負担金の１ヶ月の累計を管理する為、

１ヵ月毎に期間を区切って入外上限額及び他一部負担金累計を設定する必要があります。 

※適用期間が１ヶ月毎に区切られていない場合、レセプト等で負担金が正しく計算されませんので 

ご注意下さい。 

 

３．入力した上限額が中央に表示されましたら、 次月複写 ボタンを押して次月に上限額の設定を 

コピーできます 

 

 

 

 

 

 

 

４．管理表に他医療機関や薬局での負担金の記載が有る場合、期間を選択し、他一部負担累計に 

負担金の累計額を入力して 更新 ボタンを押します。 

※累計額ではなく、その都度１回１回の負担金を入力したい場合、 他一部負担入力 ボタンから 

負担金を入力し、累積することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜注意＞ 

他一部負担累計の入力は、必ず診療内容の入力前に行って下さい。 

他一部負担金を入力せずに会計をすると負担金が正しく計算されず、上限額以上の負担金が 

計算されます。 

① 

② 

③ 

④ 


